





孔子 ・ 項託問答話については、 牧野「 「孔子論」一巻附『台
宗三大部外勘抄』 」 （ 「東横国文学」
18号、 １９８６、 後に『中









文献と文学』 〈２００８ ・ ９
　
国際仏教学大学院大学フロン
















































































國際會議、同論文集所収拙稿）にいくつかの引文を越南本三本と対照して概要を記した で、多くは省略するが、結論として言いうることは次の点である。内閣文庫蔵『 〔新鐫増補／類纂摘要〕鰲頭雑字』 「小児論」は、現在、日本現存の写 には見出せず、既に先学 紹介済みの資料として挙げられたベトナムの河内市越南国家社会科学中心漢喃研究院図書館蔵、越南本「小児 」伝存三本（王昆吾氏『从敦煌学到域外
文学』商務印書館出版所収
　
２００３） や 「新編小児難孔子」 （王重民他編 『敦煌変文集』巻三「孔子項託相問書」附録二） 系統を同じくするものである。 特に京都大学人文本は越南乙本にほぼ 文である。概して、越南三本は「増補幼學須知雑字大全」所収「小児論」系統の本文ということができる。“雑字”系日用類書所収「小児論」は、その広範な流布を予想しうる点で 影響するところは多大であろうと思われる。越南本も明代以降の中越の交易に伴う移入 「産物と考えるべきかもしれない。中国において地方の古老伝誦

















































の編著『後素集』は、巻一の後半から巻三の諸画題の解説がこの編著の 「眼目であり」 、 聖賢から雑に至る三十二項目、「六百九十件余の画題を掲げている」 。まさに「製作鑑賞鑑定の基礎知識を与えるもので」 「この時代の絵画と文学との関わりを考える上で注目すべき内容である」 とされ、 「 『翰林五鳳集』と並んで中世末期・近世初期の画題研究の上で殆ど唯一の貴重な手懸り」 を与えるものである、 という （山
崎誠氏「後素集とその研究（上） 」 〈 『 （国文学研究資料館）調査研究報告』 〉による） 。この「聖賢」の項に「孔子論図」という画題が挙げられ「児子土ノ城ヲ作リ居タル所ヘ、孔子車ニ乗テ行給フ時、小児孔子ト問答。 」との記述がある。既に周知のことであるが、孔子・項託問答の図であることは明瞭である。我国の中世末・近世初期に画題として「孔子論」の場面が絵画化されていたこと な 。
編著者一渓の実父は狩野松栄の門下で一翁内膳である。
ひろく狩野派 系譜に探るのが筋である。 「新出『小児論』二種紹介」 （ 『実践国文学』
70号）公刊直後に『後素集』の























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































京大人文研蔵本は土の城壁近くに三人の唐子を描くのに対してＡＢＡＪ本は従者と二人 唐子の計三人となる点大いなる相違がある。この系統は、従者が一軸両輪の車 曳いているのが特徴である（参考図としてＡＢＡＪ本 模写掲載する。図２〈右〉 ） 。
先述の粉本を考える際に「小児論」系のこれらの図で興
味深い点は、髙田時雄氏蔵『増廣幼學須知鰲頭雑字大全』所収「小児論」上図・スウェーデン王立図書館蔵Ａ本『東園雑字大全』所収「小児論」を始めすべて（ＡＢＡＪ本は従者を加えて三人） 、児童三人が立姿で描かれていることであり、特に髙田時雄氏蔵本・スウェーデン王立図書館蔵「東園雑字」本の小児一人が右手を掲げ、左手は袖口のあたりで握る仕草で描かれて る点である。この仕草の童子を尾形家蔵の通番２０４４の粉本に全く同じ仕草で踊るかの如き唐児として確認 きるのであ 。ここに、高田氏蔵本の三人の童子（図３）と尾形家資料通番２０４４の三人の童子 図柄の比較対照を掲載す 。なお、尾形家の図中の礼拝する児童 み、左右反転させて配したことを附記する。
かくて尾形家絵画資料の通番２０４４の一点は、我国舶






























































































































































































































































































学字書の上図下文などの形式を介して図像とテキストが一面の上下に配された形で舶載され、各々受容の過程で図と文が相別れた後は、図像の方は殆ど辿り返すことのできない画題・粉本としてわずかに近世初期まで残り（尾形家の粉本） 、テキストの方 寺院僧坊の一隅に誰一人手に取ることもない古書（ 『類雑集』など） 一丁分 生き延びていたことになるのである。敦煌蔵経洞発現後、百十有余の歳月を経て日 の地で「孔子論」の図・文が新たに相見えるに至った の不思議に驚きを禁じ得ないのであるが、あくまでも尾形家蔵粉本資料の通番２０４が「孔子論」図と確定できた、とし 話である。
二、弥谷寺蔵三宝院流聖教類の伝来について
本誌所載旧稿のや口頭発表資料などに「照海が一括伝来





１９８６） の報告があり、 「弥谷寺所蔵の聖教は」 「小
野三宝院流」と「新安祥寺流」の聖教に「大きく二つに分けることが出来る」とされ、 その「三宝院流のなかでも質 ・量ともに中心となるのは本圓が暦応から貞治ごろまでの三十年間に書写した」聖教である という である。本圓の名は醍醐寺所蔵聖教、たとえば第三四七函の五『禅林寺静遍僧都都秘記成賢口決
　
一巻』や四二九函の七『灌頂』


































ある。 「本円は男山八幡善法寺に止住した僧で、 」杲宝より仁和寺御流を相承した人であった。賢寶は康安元年六月二十九歳の頃この より八幡善法寺で菩提心論灌頂を授けられたことがある。そこで応安三 （建徳元）正月二十四日善法寺方丈で長老本円より教えを受け、更に六月十九日八幡善法寺で長老現証や本円によって御流の付法を
























蔵の印信 ・ 典籍類に四天王寺勝鬘院円珠に連なる僧「本空」の四天王寺止住の事実が認められることは、延慶本『平家物語』の独自記事に認められる「四天王寺」止住 本空を考える上で看過しがたいことである 詳細は口頭発表などを予定している。
三、終わりに―自写経典の刊刻化：写刻体と刻工
前稿「 『自写』経典の宋の地における開版小考」に示す





















２６２８４０４０）の助成に拠る成果である。また、 「孔子論図」については、調査会「陜北地方の画像石と革命聖地」 （８／５～８／９）の「漢代画像石」セミナーで 同題発表の内容と同じである。席上御教示賜わった諸氏に謝意を表する。
（まきの
　
かずお・実践女子大学教授）
